






















































































































































































































































他方、今日の自己決定の際の決定という語は、decision ないしは determination と英訳されるが、
これはさらにラテン語の dicisio ないしは determinatio に遡ることができる。decisio は、「切り取る」

























































8 この段落の記述については、〔哲学・思想翻訳語事典〕p. 120 を参考にした。
9 〔哲学・思想翻訳語事典〕p. 120 のほか、〔福祉社会事典〕p. 379、〔小松 2004〕pp. 16～18 においても概ねこ
のような説明がなされている。
10 その理由として、〔小松 2004〕は、脳死・臓器移植の問題と、新自由主義の問題をあげている（pp. 18～34 参
照）。
11 〔山田 1987〕pp. 333～335．なお、〔立山 2002〕によれば、自己決定権の具体的内容として、ライフスタイルに
関する自己決定権、生殖活動に関する自己決定権、生命・身体に関する自己決定権に三分している（pp. 12～
32)。







14 〔ミル 1859〕pp. 224～225.
15 〔ミル 1859〕p. 225.
16 〔加藤 1997〕p. 5.
17 〔山田 1987〕pp. 341～344．〔平田 2000〕pp. 109～112.
18 〔小松 2004〕p. 15.
19 〔小松 2004〕p. 37.
20 〔小松 2004〕pp. 37～40.
21 〔小松 2004〕p. 40.
22 〔小松 2004〕pp. 44～46.
23 〔仲正 2003〕p. 207～208.


























Today, to have the right of self-determination is the criteria for being free. The self-determination has
some meanings and basically dates back to On Liberty written by Mill, J. S.
In our self-determination, we think for ourselves and select a concrete act for ourselves, though we are
sometimes obliged to stop thinking with others and stop continuing thinking within us.
本論では、自己の私事に関わることについて決定する権利という意味での自己決定について扱う。
その源泉は J．S．ミルの『自由論』に見出され、この捉え方は、現代においても大きな影響力を与え
ているが、そこには次のような特徴がある。その一つは、自己決定における決定とは、自分の中で、
あるいは他者との間で考えながら決めていく、というプロセスよりも、具体的な形での行為というこ
とが念頭に置かれている、ということ。もう一つは、自己決定における自己とは、実際には、自らが
決定しなくてはならないことがらの前に、自らの存在が揺らぐようなことがたびたびあるにもかかわ
らず、決定をくだす主体として、確固としたものとして捉えられている、ということである。
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